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桜島火山における反復地震探査（第 4回目）
The fourth round of repetitive seismic experiment in Sakurajima Volcano
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九州南部に位置する桜島火山における 2008年 11月以降の地震波反射構造の変化について 2012年観測の結果とともに
報告する。桜島火山では 4回の反復地震探査が実施された。反復地震探査測線は桜島の北山腹と東麓にそれぞれ 2本が
設定され、合わせて 14点の発破点と 252点の臨時観測点で構成されている。2008年の先行観測と 4回の反復地震探査
は 2006年 6月の昭和火口の再開口に引き続いて 2008年から観測された山体膨張期を含む時期に実施された。火山活動
に伴う地震学的応答の変化は生記録のうち桜島北東部を通過する波線に対応するもので検出された。また最終解析結果
である差分地震記録のマイグレーション断面では 4km以深でマグマの貫入に関連すると思われるより詳細な変化のよう
すが明らかになった。桜島北東部の煙突状構造付近で 2008～2009年の山体膨張期には 4kmまで浅くなる負極性の地震
波反射イベントが検出された。より深部では年ごとに負極性地震反射イベントの消長が見受けられる。これらの負極性
イベントの動きは対応する期間の地盤変動観測データの傾向と調和的である。したがってこれらの地震波反射構造の変
化は火口へのマグマ貫入を表していると考えられる。一方、昭和火口における頻繁な爆発の合間に観測が行われた 2009
年と 2011年の断面では、正極性の地震反射イベントの出現が 2km付近で散見される。正極性の地震反射イベントの変
化が散見される深さは Iguchi(1994)や Tameguri(2004)が明らかにした爆発メカニズムの最深部のそれと一致する。した
がって、散発的に出現する浅部の正極性地震波反射は火口における爆発によって引き起こされる質量欠損を反映している
のかもしれない。以上のことから、我々は地震探査による火山活動のモニタリングに関して重要な知見が得られた。地
震探査による火山活動のモニタリングは現在進行中の現象に対する量的な見積もりに貢献できる可能性がある。本講演
では我々の手法の詳細について述べる。
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